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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
府
に
よ
る
元
北
朝
鮮
工
作
員
の
招
請
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
集
計
・
精
査
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
の
性
格
上
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

ら

金
賢
姫
氏
は
、
拉
致
被
害
者
で
あ
る
田
口
八
重
子
さ
ん
か
ら
日
本
語
及
び
日
本
の
生
活
習
慣
を
教
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
同
じ
く
拉
致
被
害
者
で
あ
る
横
田
め
ぐ
み
さ
ん
と
も
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
旨
、
昨
年
、
証
言
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
拉
致
被
害
者
家
族
等
か
ら
金
氏
の
訪
日
を
強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
韓
国
政
府
を
始
め
関
係
者
と

調
整
を
行
い
、
拉
致
問
題
に
係
る
真
相
究
明
等
の
観
点
か
ら
、
今
回
の
金
氏
の
訪
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
金
氏
は
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
第
四
号
に
該

当
す
る
が
、
同
法
第
五
条
の
二
の
規
定
を
適
用
し
て
同
氏
の
上
陸
を
拒
否
し
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
集
計
・
精
査
中
で
あ
る
が
、
今
回
の
金
氏
の
訪
日
に
つ
い
て
は
、
拉
致
被
害
者
家
族

等
に
は
静
か
な
環
境
の
中
で
、
金
氏
と
ゆ
っ
く
り
と
面
会
い
た
だ
け
た
こ
と
、
ま
た
、
拉
致
問
題
に
関
し
、
広
く
国
民
に
、

人
道
上
、
人
権
上
の
問
題
も
含
め
て
、
改
め
て
認
識
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
更
に
は
、
日
韓
両
国
政
府
が
今

ま
で
以
上
に
拉
致
問
題
の
真
相
究
明
、
被
害
者
の
救
出
に
努
め
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
、
十
分
な
成
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

八
及
び
九
に
つ
い
て

今
般
の
滞
在
先
及
び
移
動
手
段
等
に
つ
い
て
は
、
金
氏
の
安
全
確
保
等
の
観
点
か
ら
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
厚
遇
」
、

「
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
っ
た
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

二


